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（論文審査の要旨） 

 

本論文は、成人期アスペルガー障害（Asperger’s disorder；AS）の診断における共感

指数（Empathy Quotient；EQ）及びシステム化指数（Systemizing Quotient；SQ）の

有用性を検討した研究報告である。  

成人の AS 群及び健常群に対し、自閉症スペクトラム障害（ Autism Spectrum 

Disorder；ASD）関連の質問紙（EQ、SQ を含む）及び ASD に関連の深いパーソナリテ

ィ尺度を施行し、2 群間での比較、各検査結果間の相関関係が検討した。  

その結果、AS 群の低い共感能と高いシステム化能が適切に評価され、AS 群は内向的、

神経症的、精神病的な傾向、統合失調症型パーソナリティ障害類似の特徴を有することが

確認された。また、EQ 及び SQ がパーソナリティ尺度との相関関係を認めず、即ちパー

ソナリティの影響を受けないことが判明し、これらが他の精神疾患との鑑別に役立つこと

も明らかとなった。したがって、成人期 AS を診断する際に EQ 及び SQ は有用な指標に

なり得ると考えられた。  

これまでに、EQ 及び SQ についてパーソナリティ尺度との関係を調査した研究報告は

ない。以上より、本論文が新しい知見を得ており、学術上価値のあるものと考えられる。 
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